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「アニメーションに於ける色彩表現」
アニメーション学科  山中幸生  Yukio Yamanaka
アニメーション学科  権藤俊司  Shunji Gondo

アニメーション表現で肝要なのはフレーム 1 枚 1 枚の描写を積み重ねていくプロ
セスであり、そこにはデッサンやデザインといった基礎鍛錬とその理論把握が不
可欠だと考えられる。
歴史を振り返れば、60 年代に日本でアニメーションという言葉を浸透させた「ア
ニメーション 3 人の会」の久里洋二、柳原良平、真鍋博はそれぞれ漫画家、デザ
イナー、イラストレーターであり、彼らが影響を与えた様々な方面の中にもデザ
イナー周辺の人々が多数存在した。また、3 人の会が影響を受けたアメリカのアニ
メーションスタジオ UPA（United Productions of America）は、大胆な色彩と画面
構成を活かしたデザイン志向のスタイルを特質としていた。
このように本来近しい関係にあるアニメーションとデザインだが、映像体験の基
底に商業アニメーションがある学生達にとって、“ デザイン ” という響きや表現は、
彼らが慣れ親しんだ “ アニメ ” より敷居の高いものとして捉えられているようで
もある。
本展示ではデザインと色彩表現をより身近に感じてもらうことを主眼として、ア
ニメーション学科 1 年次デザイン教育の色彩課題とそれを活用したアニメーショ
ン作品を提示し、アニメーションにおける色彩表現の研究成果を展示する。
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